
「自転車のまちづくり」 

場 所……銀天エコプラザ 
参加費……各回 300円 

 

  

第３回 ３月２４日(土）１４：００～ 

（高橋成次） 
自転車を普段から利用している人に感想を述べてもらい、その効用

や走行ルール、走行環境整備の現状について考えます。その後、実

際にまちを走行してみて、議論の内容を実感します。 

（以降は 4/18、5/9、5/23、6/13の予定） 

第８号 

 
３月 

「環境サロン」をのぞいてみませんか？ 
身近な環境問題などをテーマに、みんなで気軽に学びあえる場、語り合える場が環境サロンです。 

ただいま２つのテーマでサロンが進行中。 

途中からのご参加や、１回のみのご参加も歓迎です。ぜひ、お気軽にご参加ください。 

※詳しくは環境学習ポータルサイトをご覧いただくか、銀天エコプラザに直接お問い合わせください。 

〈お問い合わせ〉銀天エコプラザ 39-8110 

３月１５日（木） １９：００～２０：３０  

〈総合討論〉 
サロンの開催で明らかになった論点につ

いて整理し討論を深めます。 

宇部市まちなか環境

学習館「銀天エコプラ

ザ」には、環境関連

図書もある学習室

（無料）、大小のミー

ティングルーム（有

料）がございます。 

ご利用、ご見学をお

待ちしております。 

「3.11以後の 
暮らしと環境問題」 

日時 ： 3月11日（日） 10：00～16：00 
場所 ： 銀天エコプラザ前、ステージ

有精卵やお米などの農産物やエコ商品の販売、学生
さんたちによる豚汁やお菓子のお店もあります。 

第 3回

宇部市環境学習ポータルサイト 「うべっくる」 

http://www.ubekuru.com 

うべっくる 検 索 

いよいよ最終回 

住宅用断熱ガラスや太陽光発電など、 
省エネや再生可能エネルギーに関した出展や、 

ダンスや音楽のステージ、マジックなど盛りだくさん。 

作って遊ぼう。こどもエコ教室 
「廃棄物・リサイクル素材でジャグリング」 

宇部市のいろんな環境学習拠点や、環境関連のイベントなど、

環境の情報のポータルサイトです。 

「銀天エコプラザ」の詳しい紹介もあります。 

ぜひ、アクセスしてくださいね！ 



 
 

環境活動団体紹介コーナー 

宇部市消費者の会 

環境に関する諸問題及び悪質商法や食の安全安

心の学習をしています。 

また宇部市環境保全センター内市民工房で市民

の皆さんと月曜日～金曜日、午前１０時～１２時ま

で衣類のリフォームをしています。誰でも参加出来

ます。 

リフォームしたい品物を持って参加して下さい。 

以上のような消費者活動をしています。 

環境なんでも相談室では、環境に関する皆さまの質問・疑問、

御相談に、銀天エコプラザのスタッフが直接またはメールで応

じます。ご提案も受け付けます。お気軽にお尋ねください。 

 メールでのお問い合わせは宇部市環境学習ポータルサイト「うべっくる」

の問い合わせフォームよりお願いします。 

宇部市まちなか環境学習館 銀天エコプラザ
〒755‐0045 山口県宇部市中央町二丁目 11 番 21号 

交通手段 ＪＲ宇部線：「宇部新川駅」徒歩 7 分 

宇部市営バス：「宇部中央バス停」徒歩 3分 

駐車場 無し (近隣の有料駐車場等をご利用ください) 

TEL/FAX 0836-39-8110    E‐mail  info@ubekuru.com 

開館時間 9時～21時 

休館日  毎週火曜日、年末年始（12 月 29日～１月３日） 

宇部新川駅 

銀天エコプラザ 

ＴＵＴＡＹＡ 

宇部市役所 

すき家 

ジョイフル 

東京三菱 
ＵＦＪ銀行 

岡本医院 

CoCo壱番屋 

ANA クラウンプラザ 

ホテル宇部 

マンガ倉庫 ローソン 

ローソン 

スーパーホテル 
Ｃｉｔｙ宇部 

国道 190 号 

真  

締  

川 

「宇部中央」バス停 

ホテル河長 
西京銀行 

ご関心のある方、ご参加

されたい方は宇部市環

境保全センターへご連

絡ください。 

電話３１－５５８４ 

環境ミニコラム 

小野湖と小野の大切さ（４） 

＜何故水源地に産業廃棄物処分場か？＞ 

何故私たちの水瓶である小野湖の水源地に、その水質を汚染する

おそれのある産業廃棄物の最終処分場（埋め立て）が計画されるのか

考えてみました。 

①近くに高速道路のインターが設置され大都市圏からのアクセスが良

くなった。 

②計画地を管轄する行政区（市）の住民や地権者が水質汚染した場合

でもその影響を受けない。 

③農林業の弱体化等により、計画地が地権者の生活資源として役立

たなくなった。 

④計画地域の高齢化、過疎化が進み、その維持が困難になった。 

⑤小野湖を水瓶とし、その恩恵を受けている人たちの関心が低い。 

等が考えられます。 

計画によると、素堀の穴６０万立方メートルの廃棄物を廃棄し、10万

立方メートルの土で覆うこととなっています。仮に処分料を 1立方メー

トル当たり２万円としても１２０億円という大金になります。土地購入

費として半額６０億円を当てたとしても、坪単価１２万円になります。  

農林業の衰退や高齢化、過疎化により、生活の糧としての価値が低

下した土地にこのような大金が注がれるのです。どの様なことが起こ

ると思いますか。計画を阻止すれば終わりという単純な問題でないこ

とは、明らかです。 

その恩恵を受けているまちなかの人も真剣に考えなければならな

い問題だと思います。              

津島 榮 

 

学習室新着本紹介 

「いま地球がたいへん!Q&A60」 

国立環境研究所著（丸善株式会社） 

「水俣病５０年」 

水俣病５０年取材班著（西日本新聞社） 

「あなたが世界を変える日」 

セヴァン・カリス＝スズキ著（学陽書房） 

「地球の洞察」 

Ｊ・ベアード・キャリコット著（みすず書房） 

「水が世界を支配する」 

スティーブン・ソロモン著（集英社） 


